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タレント発掘・育成事業における競技選択要因についての研究

久良知　佑丞
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Study on the choice factors to athletic event
in Talent Identification and Development project

Yusuke Kurachi

Abstract

It's considered that "program of project" influences the factor from which athletic event
is chosen in Talent Identification and Development (TID) project. So this research made it
clear whether "program of project " influenced to choose athletic event in Talent Identifi-
cation and Development project. Five factors of "Friend factor", "Information factor", " Pro-
gram factor " and "Family factor" "Environment factor" were picked by this research out
as "The trigger which begins to athletic event" in Talent of TID project. Three flights, "
Athletic event information emphasis group", "Family and environment emphasis group" and
" Friend and environment emphasis group " which consist of these factors by a cluster
analyses were picked out. The tendency with a lot of " The talent with considering conver-
sion of athletic event " members of a class was seen by "Athletic event information emphasis
group" significantly. You suggested the factor which considers athletic event conversion as
"The role by the team" and "The significance of athletic event " from " Friend and environ-
ment emphasis group ". It was possible to get it only by Talent who has begun to undergo
influence of the environment with my friend in "Athletic event conversion reason" by this
research and compete. It was able to catch that play choice is affected by a program of
project than the result of analysis of commencing time of athletic event and the participation
number of years of the project in Talent of TID project.
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Ⅰ．諸言
Ⅰ－１．スポーツ基本計画

近年、我が国では高齢化社会化や子ども
のスポーツ参加の二極化による体力の低下
等の健康に対する問題が深刻化している。
これらに対して我が国では「スポーツ基本
計画」を基として、トップスポーツの競技力
向上、障害者スポーツの振興、スポーツによ
る体力向上・健康増進・スポーツを通じた
産業や地域活性化等を目的にスポーツ庁の
設置が行われ、子どもの体力向上や学校体
育、アンチ・ドーピングに対する施策等が
展開されている（2016,スポーツ庁）。
「スポーツ基本計画」は「スポーツ振興法」

（1961,文部科学省）を改定した「スポーツ基
本法」が基礎となっている。スポーツ基本法
25 条において優秀なスポーツ選手の確保
と育成について、「（省略）優れた資質を有す
る青少年に対する指導その他の活動への支
援、スポーツ選手の競技技術の向上及びそ
の効果の十分な発揮を図る上での必要な環
境の整備その他の必要な施策を講ずるもの
とする。」また「国は、優秀なスポーツ選手
及び指導者が、生涯にわたりその有する能
力を幅広く社会に生かすことができるよ
う、社会の各分野で活躍できる知識及び技
能の習得に対する支援並びに活躍できる環
境の整備の促進とその他の必要な施策を講
ずるものとする。」と述べられている。これ
らをもとに「スポーツ基本計画」では、「今
後 5 年間に総合的かつ計画的に取り組むべ
き施策」（2011,スポーツ基本法）として、各
地域において、次世代アスリートを発掘・
育成する体制を整備し、そこで育成された
アスリートが地域の指導者になるといっ
た、スポーツ界における好循環の創出に向
けたトップスポーツと地域におけるスポー
ツとの連携・協働を推進し、トップスポー
ツが地域に根付くことを画策している

（2012,文部科学省）。この次世代アスリート

の発掘・育成を具体的に行う取り組みのひ
とつにスポーツタレント発掘・育成事業が
ある。

Ⅰ－２．スポーツタレント発掘・育成事業
スポーツタレント発掘・育成事業（以下

TID 事業と略記する）とはスポーツタレン
トを発掘・育成するという事業であり、個
人の体力測定値や指導者の評価といった適
性に応じたスポーツを模索する「種目適性
型」、特定の種目において、すでにアスリー
トとしてキャリアを残している選手の適性
を見出し選抜する「種目選抜型」、アスリー
トが自身の特性の生かせる種目に転向する

「種目最適型」の 3 タイプで展開されてお
り、国内においては、地方自治体が日本オリ
ンピック委員会と日本スポーツ振興センタ
ーと連携して行なっている事業である。国
外の TID 先進国においては、英国がサッカ
ー 及 び ラ グ ビ ー を 対 象 に し た

「Pitch2Podium」、女性をターゲットにした
「Girl4Gold」、長身者を対象とした「Sporting
Giants」等の 5 つのプログラムを実施し、豪
国では ASC、AIS、競技団体が連携して６競
技を対象に TID プログラムを推進してい
る。これら以外に、韓国やカタールといった
国において、それぞれ競技や種目をターゲ
ットに設定して TID 事業が展開されてい
る。

TID 事業は「選抜」、「育成」そして「パス
ウェイ」の 3 要素で構成されている。「選抜」
は TID 事業参加希望者に対して、コーチの
経験や身体能力テスト、面接等のテストを
用いて、タレントの素質を識別するもので
ある。「育成」はタレントがトップアスリー
トになるための能力を身につけるため、系
統的・計画的プログラムを行うことでタレ
ントを育成する。この「育成」において、仙
台大学は運動能力の開発に加え、グローバ
ルスポーツ教育プログラム（以下 GSEP と
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略記する）を提供し、タレントの知的能力の
開発・育成を図っている。知的能力開発・
育成プログラムはヒューマンスキル、コン
セプチュアル・スキル、マネジメント・ス
キルの 3 つのコンセプトに基づいた活動か
ら構築されており、これによりタレントは
スポーツ科学やコミュニケーション能力、
自己管理、情報処理といったプログラムを
体験するといった内容になっている。これ
をもとに GSEP はロードマップ化され（図
1）、「楽しむ」段階から「トップを目指す」段
階へとタレント自身の育成に必要とされる
要素を挙げ、タレントの育成に合ったプロ
グラムの提供を行っている。

これらのような、知的能力開発プログラ
ムに加えて競技体験プログラムや合宿プロ
グラムによって、タレントはトップアスリ
ートに必要な能力の開発と同時に、自身に
あった競技種目を体験することができる。
そして、「パスウェイ」はタレント自身が、自
身の能力に応じて、競技種目を選択する段
階であり、TID 事業の中心的な要素である。
競技選択において、勝田ら（2005）が高校生
を対象に行った調査研究では「家族の影
響」、「誰かからのすすめ」、「自分からのすす
んで」の動機が同等になったことが報告さ
れている。また、競技選択の時期として「高
校入学期」「スポーツ少年団入団期」「中学入
学期」を挙げ、この時期に適切なアドバイス
支援の必要性を述べており、この年代にお

いて競技選択・競技転向をする要因を明ら
かにすることが TID 事業におけるパスウ
ェイで受講生に対してより適正な支援が行
うことができると考えられる。

Ⅰ－３.福岡県タレント発掘育成事業
福岡県タレント発掘事業は平成 16 年度

から開始され、福岡県立スポーツ科学情報
センターと福岡県体育協会が主体となって
運営されており、「選抜」で「見つける」、「育
成」で「育てる」、「パスウェイ」で「活かす」
と 3 つのコンセプトを挙げて種目適性型の
事業を展開している。平成 28 年度は 163 名
の受講生に対して、能力開発・育成プログ
ラムを提供し、事業の修了生のうち約 32％
が国際大会の出場や全国大会の優勝といっ
た成果が表れてきている。

福岡県タレント発掘事業では、選抜にお
いて、「能力差を正しく見極めること」「可能
性を見逃さないこと」「適時性と効果性のバ
ランスを取ること」の 3 点を重視した、セレ
クトプログラムを実施している。このプロ
グラムは、小学 4・5 年生を対象に「形態計
測」、「基本的運動能力」、「単純神経系能力」、

「コーディネーション能力」、「メンタル・意
識・環境」の 5 項目を「Kids セレクトプロ
グラム」として、第三次選考までに測定・評
価を実施している。また、小学 6 年・中学 1
年生を対象として、「Kids セレクトプログ
ラム」に「持久力」の測定を加えた「Jr.セレ
クトプログラム」を実施し、発育段階に応じ
てタレントを選出しており、参加者は平成
16 年度の第一次選考会に 1,522 名、平成 28
年度に 46,360 名と毎年増加している。この

「Kids」と「Jr.」のセレクトプログラムによ
って、それぞれ選抜されたタレントに対し
て能力開発・育成プログラムを提供してい
る。

福岡県タレント発掘事業では、育成にお
いて、GSEP とは異なった「能力開発・育成
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図１　GSEPのロードマップ



プログラム」を実施しており、「身体能力開
発・育成プログラム」、「知的能力開発・育
成プログラム」、「保護者サポートプログラ
ム」を展開し、コーディネーショントレーニ
ングやスタビリティートレーニング、視覚
トレーニングを実施しており、受講生の発
達に合わせた課題を設けることによって、
レベルの高い技術を身につけるための基礎
を計画的に育成している。また、競技体験プ
ログラムによって、「Kids」は 9 種目 8 競技、

「Jr.」は 12 種目 4 競技と様々な競技を体験
することで、より高いレベルで活躍できる
機会の場を提供している。この競技体験プ
ログラムの、平成 27 年度における、競技種
目、回数、時間の実施結果を表 1 に示した。

「知的能力開発・育成プログラム」は、
「Kids」において、「オリンピアンの講話」や
「食育」、「怪我への対処」、「目標の設定」、「コ
ミュニケーションスキル」等の 7 種類のプ
ログラムを 15 回（平成 27 年度）実施してお
り、「Jr.」においては、「スポーツ障害」や「情
報リテラシー」、「アンチ・ドーピング」等と
いったより専門的な 11 種類のプログラム
を 17 回実施している。これらのプログラム
は、前年度の編成により、体験競技や知的能
力開発・育成プログラムの内容を毎年変更
されている。この他に、「遠征・合宿プログ

ラム」の実施によって、実際のトップアスリ
ートの現場を体感することで、受講生の志
を高めており、また、受講生に各競技団体
TID 事業のトライアウトの情報を提供して
いる。

これらのプログラムから自己の課題に対
するトレーニングから、技術の習得速度の
向上、世界の舞台で物怖じしない人材の育
成等を図っている。「保護者サポートプログ
ラム」では保護者が栄養学、医科学の知識を
身に付けることで、受講生を日常生活から
支援できる体制の構築を図っている。

パスウェイにおいて、福岡県タレント発
掘事業では、自己の能力に応じたより高い
レベルで活躍できる競技種目へと繋ぐこと
を目標と掲げており、「能力開発・育成プロ
グラム」によって得られた情報と新しく発
現する能力を踏まえて、小学 6 年次に中学
期に実施する競技、中学 3 年次に高校期に
実施する競技と 2 回の選択の機会がある。
このパスウェイプログラムにおいて、受講
生は自身の情報を分析、また三者面談を通
じて、競技人口や国際競技力、競技環境とい
った競技種目の情報を提供され、自身がよ
り活躍できる競技種目を選択する。

Ⅱ．研究目的
福岡県タレント発掘事業における「育成」

から「パスウェイ」の時期において、勝田ら
は、「高校入学期」「中学入学期」「スポーツ
少年団入団期」における競技選択の適切な
アドバイスの必要性を述べている。この時
期に必要とされる能力を GSEP や福岡県
TID 事業のように独自のプログラムを用い
て、トップアスリートになるために必要と
される能力を開発している。これによって、
TID 事業の受講生は自身がトップアスリー
トになるために必要な知的能力である、自
己分析能力や情報処理能力等を身に付ける
ことができ、また競技体験プログラムによ
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表１　競技体験プログラム実施結果

 
 



って他競技を体験する場が設けられている
ため、様々な競技に興味を持つことが可能
である。

そのため、事業の受講生において、育成プ
ログラムとパスウェイプログラムが競技選
択や競技転向の要因となることが考えるこ
とができる。また、事業のプログラムを通じ
て、アスリート・事業の従事者からの影響
や競技に対する情報の収集、自身の分析な
ども競技選択や競技転向の要因となってい
ることが考えられる。このことから、プログ
ラムの影響を受けた受講生は、事業参加後
に競技転向をすることが考えられる。また、
事業の参加年数が多くなるほど、この傾向
が高くなることが予測される。

そこで本研究は TID 事業において、タレ
ントが競技を選択した要因をもとに受講生
を群分けし、タレントが競技選択をする上
で、事業のプログラムに影響されているか
を明らかにすることである。また、競技転向
に対する意識調査を行なうことで、プログ
ラムの影響、および、タレントの競技を開始
した経験を元に、競技転向を考える要因を
明らかにしようとするものである。これら
を競技歴、事業参加年数、競技選択の要因と
いった受講生の特性をもとに分析をするこ
とで、事業プログラムの影響を検証する。ま
た、受講生の経験に応じて、事業の従事者は
どのようなきっかけを持って受講生が競技
に興味関心を抱いたのかを知ることで、受
講生が競技選択を行う際、従事者が受講生
に対して、支援を行いやすくなると考えた。
本研究は競技転向の要因となると考えられ
る項目を措定することで、受講生の競技選
択経験を特性とした、タレントの競技転向
をする支援の指標の作成ができ、また、受講
生に応じて、どのプログラムが有効に働く
のかを明らかにすることができると考えた。

Ⅲ．研究方法

Ⅲ－１．調査時期
平成 28 年 10 月中旬に調査用紙を配布

し、各家庭にて調査用紙に記入後、受講生の
参加に合わせて平成 28 年 10 月末～11 月
上旬に回収を行った。

Ⅲ－２．調査内容
TID 事業受講生に対して「競技を始めた

きっかけ」と「競技転向に対する意識」を調
べるために質問紙調査を行った。

（a）TID 事業受講生において考慮される
「競技を始めたきっかけ」に関する項目を
「家族」、「友人」、「学校」、「メディア」、「競
技環境」、「TID 事業プログラム」、「自発的な
意思」の 7 要因を措定し、各 3 項目で計 21
項目を「よく当てはまる」から「当てはまら
ない」の 4 件法で質問紙調査を行った。

（b）「競技転向に対する意識」を調べるた
め、競技転向を考えたことのある受講生に
対して、競技転向を考えた理由を「競技成
績」、「競技環境」、「他競技への興味」、「指導
者との関係」、「勉強との両立」、「進学での影
響」、「チーム内の役割」、「競技継続の意義」、

「将来の職業」の 9 要因を各 1 項目で措定
し、4 件法で調査した。また、競技転向を考
えたことのない受講生に対して、種目転向
を考えなかった理由として同様の 9 要因の
各 1 項目で「よく当てはまる」から「当ては
まらない」の 4 件法で調査した。また、これ
らの項目以外に競技転向の理由がある場
合、自由記述欄に記入していただいた。

また、調査項目の「競技をはじめたきっか
け」と「競技転向に対する意識」に加えて受
講生の特性として「学年」、「事業参加歴」、

「競技歴」を調査した。

Ⅲ－３．調査対象　
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小学 5 年生から中学 3 年生の福岡県タレ
ント発掘事業の受講生 128 名（男子 57 名,
女子 74 名）に対して行った。うち、記入事
項の欠如等から有効部数は小学生 47 名、中
学生 71 名の 118 部（男子 51 名,女子 69 名）
として、分析を行った。また、本研究は、展
開されている TID 事業によって、提供され
るプログラムが異なるため、福岡県タレン
ト発掘事業のみを対象とし、他の TID 事業
では検証の実施は行わなかった。

Ⅳ．結果
Ⅳ－１．因子分析の手順

アンケート項目に設定した「競技を始め
たきっかけ」の 21 項目を用いて、TID 事業
を受講生が競技を始めたきっかけを因子分
析モデルによって検討した。分析には IBM
SPSS Statistics を用いた。その結果主因子
法により 5 因子が抽出された。さらにそれ
ぞれについて基準バリマックス解を求め
た。その結果得られた因子負荷量行列を表
2 に示した。便宜的に因子負荷量の絶対値
が 0.45 以上を示す因子を今後の考慮の対象
とし、表中には絶対値順にソートし、網掛け
にして示した。

Ⅳ－２．因子構造について
第 1 因子は「友人の誘い」、「友人が行って

いたから」、「友人を通じて興味を持った」と
いった項目で構成されているため、「友人因

子」と解釈できる。第 2 因子は「テレビ番
組」、「憧れの選手の影響」、「新聞や本、雑誌
などで興味を持った」、「進学先での継続」と
いったメディアや進学先に関する項目で構
成されているため、「情報因子」と解釈でき
る。第 3 因子は「TID 事業の指導者の勧め」、

「オリンピックに出場するため」、「競技体験
プログラムを通じて」といった TID 事業の
プログラムに関する項目によって特徴づけ
られる因子であり、「事業プログラム因子」
と解釈できる。第 4 因子は「家族の影響よ
り」、「親にすすめられて」、「兄弟の影響か
ら」という項目で構成されているため、「家
族因子」と解釈できる。第 5 因子は「練習場
が近いから」や「地元にスポーツ少年団があ
ったから」と地域の競技環境に関する項目
で構成されているため、「地域環境因子」と
解釈できた。

Ⅳ－３．群の抽出
各 5 因子の合成得点を変量としたウォー

ド法によるクラスター分析を実施し、回答
者を分類し 3 群を得た。各クラスター間で
評定平均値を求め、因子間で一元配置の分
散分析を行った。その各クラスターの比較
の結果を表 3 と図 2 に示した。第 1 クラス
ター（n=59,小学生 20 名,中学生 39 名）では、
F=4.45（P<.05）で有意な差が見られ、多重
比較（Tukey 法）の結果、「事業プログラム
因子」、「情報因子」、「家族因子」、「地域環境
因子」、「友人因子」の順で高い得点を示し
た。第 2 クラスター（n=31,小学生 15 名,中学
生 16 名）では、F=17.97（P<.01）で有意な
差が見られ、多重比較の結果、「友人因子」、

「地域環境因子」、「事業プログラム因子」、
「情報因子」、「家族因子」の順で高い得点を
示した。第 3 クラスター（n=28,小学生 12 名,
中学生 16 名）では、F=64.59（P<.01）で有
意な差が見られ、多重比較の結果、「家族因
子」、「地域環境因子」、「情報因子」、「友人因
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表２　因子分析結果



子」の順で高い得点を示した。この結果から
第 1 クラスターは「競技情報重視群」、第 2
クラスターは友人因子、次いで地域環境因
子が高得点であることから「友人環境重視
群」、第 3 クラスターは家族因子、次いで地
域環境因子が高得点であることから「家族
環境重視群」と命名した。

Ⅳ－４．群間での各変数の比較
（1）各群間と競技転向の意識

クラスター分析によって構成された各群
間と「競技転向の意識」において競技転向に
関して「考えたことのある受講生」と「考え
たことのない受講生」の分布を比較した。分
析には関連性を見るために χ2 検定を行っ
たところ有意であった（χ2=6.794,df=2,
P<.05）。また、その後に残差分析行った。こ
の結果を表 4-1 と表 4-2 に示した。「友人環
境重視群」において、競技転向を「考えたこ
とがない」と回答した受講生（17 名,14.4％）
が有意に多いことが示され（P<.01）、「考え
たことがある」と回答した受講生（14
名,11.9％）が有意に多いことが示された

（P<.01）。このことから、友人を要因として
競技を開始したタレントは、競技転向を考
える傾向が少なくなると推測される。

（2）各群間と競技転向の理由
各群間と競技転向の理由の各得点におい

て、一元配置の分散分析を行った（表 5,図
3）。競技転向の理由として措定した「競技成
績」、「競技環境」、「他競技への興味」、「指導
者との関係」、「勉強との両立」、「進学での影
響」、「将来の職業」と各群間では有意な差が
見られなかったが、「チームでの役割」の項
目において、F=4.68 の有意な差（P<.05）が
見られ、「競技成績」では F=6.72 の有意な差

（P<.01）が見られた。また、これらを「競技
転向を考えたことのある受講生」（表 6,図 4）
と「競技転向を考えたことのない受講生」

（表 7,図 5）に分け、分析を行った。
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表３　各クラスターと因子間における評定平均値

図２　各クラスターと因子間における評定平均値  
 

表４-１　各クラスターと競技転向の
意識経験者のクロス表

表４-２　各クラスターと競技転向の
意識経験者の残差

 
 

 
 

表５　各クラスターと競技転向要因の評定平均値

 
 

表６　競技転向を考えたことのある受講生における
各クラスターと競技転向要因の評定平均値

図３　各クラスターと各競技転向要因の
評定平均値の比較



Ⅴ．受講生の特性における群の抽出
Ⅴ－１．競技開始時期における群の抽出

前項までのクラスター分析によって得ら
れた群とは別に、受講生の競技歴と TID 事
業の参加年数から、事業参加後に競技を開
始した「参加後開始群」（n=44）、事業参加
以前の競技を主として行っている「参加前
開始群」（n=74）の 2 群を抽出した。これら
2 群と因子間において、一元配置の分散分
析を行い（表 8,図 6）、この競技参加時期に
よって導き出された 2 群と各クラスター間
において χ2 検定を行った。その後に残差
分析を用いて、それらの差を検証した（表 9-
1,9-2）。また、競技転向を「考えたことがあ
る」受講生と「考えたことがない」受講生に
おいて、残差分析を用いて、それらの差を検
証した（表 10-1,10-2,11-1,11-2）。

この結果、「家族因子」において F=4.45 の
有意な差（P<.05）がみられ、「事業プログラ
ム 因 子 」に お い て F=11.96 の 有 意 な 差

（P<.01）が見られた。また競技開始時期と各
クラスター間において、有意な関連性が示
された（P<.05）。「事業プログラム因子」が
最も多く示される「競技情報重視群」におい
て、事業参加後に競技を開始した受講生が
有意に多いことが示され（P<.01）、また「家
族因子」が最も多く示される「家族環境重視
群」において、事業参加後に競技を開始した
受講生が有意に少ないことが示された

（P<.05）。また、競技転向を「考えたことの
ある」受講生において、競技情報重視群で事
業参加後に競技を開始した受講生が有意に
多いこと（P<.05）、家族環境重視群で事業参
加後に競技を開始する受講生が少ないこ
と、競技転向を考えたが、事業参加前競技を
継続しているといった受講生が多いことが
有意に示された（P<.05）。

競技開始時期が事業参加後に多いことか
ら、受講生に対して、競技体験プログラムや
競技分析といった、事業のプログラムが競
技選択に影響を及ぼしていると捉えること
ができる。また、家族を要因として、競技を
開始したタレントにおいて、競技転向を考
えることはあるが、競技転向を行わない傾
向があることが捉えることができる。
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表７　競技転向を考えたことのない受講生に
おける各クラスターと競技転向要因の評定平均値

図４　競技転向を考えたことのある受講生における
各クラスターと競技転向要因の評定平均値の比較

 
 

図５　競技転向を考えたことのない受講生における
各クラスターと競技転向要因の評定平均値の比較

 
 

 

表８　競技開始時期における因子間の評定平均値

 
 

 

図６　競技開始時期における因子間の
評定平均値の比較



Ⅴ－２．プログラム参加年数別の因子間分析
TID 事業の参加年数より、受講生を年数

別に区別した群（1 年目 42 名、2 年目 28 名、
3 年目 21 名、4 年目 18 名、5 年目 9 名）と
因子間において一元配置の分散分析を行
い、その後にプログラム参加年数と各クラ
スター間の関連性の検証を行った。その結
果、事業参加年数において、「事業プログラ
ム因子」に F=4.60 の有意な相関（P<.01）が
見られた。これらの結果を表 12,13-1,13-2,と

図 7 に示した。また、また、競技転向を「考
えたことがある」受講生と「考えたことがな
い」受講生において、残差分析を用いて検証
した結果を表 14-1,14-2,15-1,15-2 に示した。

この参加年数と因子間の多重比較の結
果、プログラムの参加年数が多いほど、事業
プログラム因子の得点が高いことが示され
た。これより、競技体験プログラムや事業の
従事者、オリンピックに対する意識といっ
た、事業のプログラムがタレントの競技選
択に対して、影響を及ぼしていると捉える
ことができる。
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表９-１　競技開始時期と各クラスター間のクロス表

 
 

 

表９-２　競技開始時期と各クラスター間の残差

 
 

 

表10-１　競技転向を考えたことがある受講生に
おける競技開始時期と各クラスター間のクロス表

 
 

 

表10-２　競技転向を考えたことがある受講生に
おける競技開始時期と各クラスター間の残差

 
 

 

表11-１　競技転向を考えたことがある受講生に
おける競技開始時期と各クラスター間のクロス表

 
 

 

表11-２　競技転向を考えたことがある受講生に
おける競技開始時期と各クラスター間の残差

 
 

表12　事業参加年数における各因子の評定平均値

 
 

表13-１　事業参加年数と各クラスターのクロス表

 
 

表13-２　事業参加年数と各クラスターの残差

 
 

表14-１　競技転向を考えたことがある受講生に
おける事業参加年数と各クラスターのクロス表  

 

図７　事業参加年数における各因子の
評定平均値の比較



Ⅵ．考察
Ⅵ－１．競技開始のきっかけについて

本結果において、TID 事業の受講生の競
技を始めるきっかけとして、友人との関わ
りを通じて競技を開始する「友人因子」、憧
れの選手やテレビ等の媒体の影響で競技を
開始する「メディア因子」、競技体験プログ
ラムや TID 事業の指導者等の影響で開始
する「事業プログラム因子」、兄弟や親等の
家族の影響で競技を開始する「家族因子」、
練習場の近さやスポーツ少年団の存在が影
響して競技を開始する「地域環境因子」の 5
因子が抽出された。これら 5 因子からクラ
スター分析を用いて、群分けすることで受
講生を「競技情報重視群」、「友人環境重視
群」、「家族環境重視群」に分類した。これら
群より、受講生の過去の経験である「競技を
開始したきっかけ」を指標に事業のプログ
ラムが受講生に与える影響を検証した。

Ⅵ－２．各群の特徴から
（1）競技情報重視群

この群は 50.0％（n=59）と最も人数が検
出された群であり、事業プログラム因子が
有意に高く、友人因子が有意に低く示され
ていることが特徴である。また各群の中で
家族因子と地域環境因子の値が最も低く表

れている。各クラスターと競技転向の意識
経験のクロス分析の結果より、競技情報重
要視群において、競技転向を考えたことが
ある受講生が 42 名（35.6％）と考えたこと
がない受講生が 17 名（14.4％）と競技転向
を考えたことがある受講生が多い傾向が示
された。このことより、TID 事業の体験プロ
グラム、指導者やテレビや本といったメデ
ィアの影響をきっかけとして競技を開始し
た受講生において競技転向を考える経験を
持つ傾向があることが解釈された。

（2）友人環境重視群
この群（n=31）は友人因子、次いで地域

環境因子の評定平均値が高く表れた群であ
る。各クラスターと競技転向の意識経験の
クロス分析の結果より、友人環境重要視群
において、競技転向を考えていない受講生
が多いことが有意に示された（P<.01）。この
ことより、友人の影響、スポーツ少年団や練
習場の近さといった地域の環境の影響をき
っかけとして競技を開始した受講生におい
ては、競技転向を考えにくい傾向が解釈さ
れた。また、競技転向要因において、「チー
ムでの役割」と「競技の意義」で有意な差が
表れたことから、友人や環境の影響で競技
を開始した受講生は、競技転向を行う際、ま
たは競技転向を考えるきっかけとして、試
合の出場機会やキャプテン、主将といった
チームでの自身の役割や競技を行う意義を
考慮する傾向が示唆された。

（3）家族環境重視群
この群（n=28）は家族因子の評定平均値

が最も高く表れ、次いで地域環境因子と有
意に高く表れた。競技転向の意識経験を
71.4％の受講生が「考えたことがある」と回
答している。この点において、競技情報重視
群と同じく多く表れたが、全体数が少ない
ため、家族や環境の影響で競技を開始した
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表14-２　競技転向を考えたことがある受講生に
おける事業参加年数と各クラスターの残差

 
 

表15-１　競技転向を考えたことがない受講生に
おける事業参加年数と各クラスターのクロス表

 
 

表15-２　競技転向を考えたことがない受講生に
おける事業参加年数と各クラスターの残差



受講生が競技転向に対して、積極的に取り
組む傾向が表れたとは言いきれない。また、
この群のもう一つの特徴として、事業の参
加以前から開始している競技を継続して行
っていることが有意に示された（P<.05）。こ
のことから、家族や環境をきっかけとした
受講生は事業の参加以前から開始している
競技を継続して行う傾向が示唆された。し
かし、競技転向を考えたことがあると回答
した割合が多かったことも無視はできない
ため、今後の検証においてはこれを考慮し
なければならない。

Ⅵ－３．TID事業プログラムの影響について
最も事業プログラム因子が多く示され

た、競技情報重視群において、TID 事業参加
後に競技を開始した受講生が有意に多く表
れたこと、また TID 事業の参加年数と事業
プログラム因子の間で有意な相関が表れた
ことから、競技体験プログラムや TID 事業
の指導者の影響等が受講生の競技を始める
きっかけに、関連することが示唆された。ま
た、このことより、本研究の目的に示した、
受講生の競技選択、競技転向において、TID
事業のプログラムが影響を与えているとい
う仮説が明らかになった。

Ⅶ．まとめ及び今後の課題
本研究により、TID 事業受講生において

の「競技を開始するきっかけ」として「友人
因子」、「情報因子」、「事業プログラム因子」、

「家族因子」「地域環境因子」の 5 因子が抽出
された。また、それら因子のクラスター分析
より、競技情報重視群に「競技転向を考えた
ことがある」受講生が多い傾向が有意に見
られた。友人環境重視群から、競技転向を考
える要因を「チームでの役割」と「競技の意
義」として示唆された。しかし、アンケート
の「競技転向を考えた理由」および「考えて
いない理由」の自由記述より「オリンピック

を目指すため」、「選考で受かったから」、「自
身の適性のある競技を見つけたい」、「怪我
のため」といった設定されていなかった 4
項目についての回答が 6 件あった。

本研究とこれらのことから、競技転向の
要因となる「TID 事業の認知」や「怪我の影
響」、「アスリートの影響」といった項目の措
定はさらに幅広く行わなければならないこ
とが、今後の課題であり、競技転向を考える
理由においても、「競技体験プログラムかオ
ーディションの影響か」といった事業のプ
ログラムの影響を、より具体的に明記され
た項目の作成が必要であると考えられる。
また、この研究を進めるにあたって、子ども
の心身の成長とプライバシーの観点をよく
吟味しなければならない。

本研究では「競技転向の理由」において、
友人と環境の影響を受けて競技を開始した
受講生でしか得ることができなかった。
TID 事業の受講生において競技の開始時期
と事業の参加年数の分析結果より、競技選
択には事業のプログラムの影響があること
が捉えることができた。しかし、小学生や中
学生においては心身の成長がまだ途上であ
ること、また各事業によってプログラムが
異なるため、一度に大量のサンプルを回収
することが難しいこと、これらを考慮する
と経年的な観察を用いた検証が、今後の競
技転向の要因を明らかにすることが必要で
ある。
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